
 

 

 

 

記事作成マニュアル

©Exidesign



１、記事作成の注意事項 

1. 他サイトのコピペや、単に語尾を言い換えただけのリライトは法的問題にも発展しま

す。絶対にやめてください。 

2. 投稿して頂いた記事の著作権は当方に壌渡して頂きます。二次使用は禁止です。 

3. 記事本文中には、できる限り指示語（この、その、など）を使用せず、なるべく指定

されたキーワードを書いてください。 

4. 難しい単語はできるだけ使用しないでください。普段話す言葉で書いてください。 

5. 文章は自信を持って言い切る形で書いてください。（だそうです。などは禁止です） 

6. 読みやすいように１００文字程度で２回改行を行なってください。 

7. 文体は(～です。～ます。)調でお願いします。 

8. その他は、次ページの弊社の入力フォームの使い方のルールに従ってください。 
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２、弊社の入力フォームの使い方 

　　   

　　　導入文を必ず書く。 

　　　　見出しの前に、半角で「## 」を入れる。 

　　　　見出しの前後には、必ず２回改行。 

　　　　内部のテキストも１００文字程度で２回改行。　 

　　　依頼の内容に合わせて段落を追加していく… 

　　　締めのタイトルを書く。 

　　　締めのテキストを書く。 
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導入文を書きます。導入文を書きます。導入文を書きます。導入文を書き
ます。導入文を書きます。導入文を書きます。導入文を書きます。導入文を
書きます。導入文を書きます。導入文を書きます。導入文を書きます。 

## 段落見出し１を書きます 

段落の１のテキストを書きます。 段落の１のテキストを書きます。 段落の
１のテキストを書きます。 段落の１のテキストを書きます。 段落の１のテ
キストを書きます。 段落の１のテキストを書きます。 段落の１のテキスト
を書きます。 

段落の１のテキストを書きます。 段落の１のテキストを書きます。 段落の
１のテキストを書きます。 段落の１のテキストを書きます。 段落の１のテ
キストを書きます。 段落の１のテキストを書きます。 

## 段落見出し２を書きます 

段落の２のテキストを書きます。 段落の２のテキストを書きます。 段落の
２のテキストを書きます。 段落の２のテキストを書きます。 段落の２のテ
キストを書きます。 段落の２のテキストを書きます。 段落の２のテキスト
を書きます。 

段落の２のテキストを書きます。 段落の２のテキストを書きます。 段落の
２のテキストを書きます。 段落の２のテキストを書きます。 段落の２のテ
キストを書きます。 段落の２のテキストを書きます。 

## 締めの見出しを書きます 

締めのテキストを書きます。 締めのテキストを書きます。締めのテキスト
を書きます。締めのテキストを書きます。締めのテキストを書きます。締め
のテキストを書きます。締めのテキストを書きます。



３、スムーズなやりとりのためにも 

• 以上の注意を守れない方は、絶対に依頼を受けないでください。 

• 詳細な依頼内容は、募集ページの「依頼詳細」をご覧ください。 

よろしくお願いします。

©Exidesign


